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調査研究成果発表

郡上アユの保全に向けて

令和３年度「アユ・長良川等に関する調査研究支援事業」支援対象

Ⅰ はじめに
私たちの住んでいる岐阜県に流れる長良川、その支流の吉田川はアユ

の友釣りが盛んに行われている。そして、平成27年には長良川のアユが
世界農業遺産に認定された。一方で、近年では国内のアユの減少が懸念
されている（井口 2011、近藤・増成 2013）。今後、アユの漁獲や友釣
りを継承していくためには、アユの生息数の維持、増加が必要だと考え
た。したがって、天然アユと放流アユの割合を明らかにし、郡上鮎の保
全を目的として活動、研究を行った。

Ⅱ 材料および方法
調査は、長良川の支流の吉田川で行った（図２）。長良川との合流点

は河口から約109㎞の距離にあり、流域面積は179.8㎢である。放流アユ
と天然アユの割合を調べるため、試し釣り（期間：2019年7月8日～9月
20日）によってサンプリングを行い、その後判定を行った。天然と放流
は側線上方横列鱗数を用いて判定を行った（図３）。側線上方横列鱗数
は、背鰭第５軟条の基部から側線までの鱗の数で、天然が20～16枚、放
流が16～11枚になることが知られている（西岡 2013）。本研究では西岡
2013をもとに、17枚以上を天然由来、17枚未満を放流由来として判定し
た。放流と天然を判定した後、放流と天然で全長に差があるかどうかを
ｔ検定によって検討した。

Ⅲ 結果
試し釣りの結果、計44尾のアユをサンプリングすることができた。こ

のうち、天然由来と判定されたものが28尾（64％）、放流由来と判定さ
れたものが16尾（36％）だった（図４）。おおよそ天然と放流の割合は
2：1となった。由来別の全長平均は天然が15.4cm、放流が15.9cmとな
り、有意差（p値=0.94）はなかった（図５）。

Ⅳ 考察
本研究では64％が天然由来という結果になったが、その他の研究では、

四国の吉野川では71～96％（渡辺・保正 2003）、広島県の成羽川では
67～87％（占部ら 2013）、栃木県の那珂川では84％（沢田ら 2008）、
島根県の高津川では83％以上（寺門ら 2016）が天然由来という報告が
ある。このことから、吉田川は天然の割合が少ないことが示唆された。
また、吉田川の本流である長良川では、河口からの距離が75kmの地点
で86％が天然由来という報告がある（間野ら 2014）。岡山県の高梁川
では、河口からの距離が8ｋｍの地点では44％、70kmの地点では37％が
天然由来という報告があることから（小堀・阿部 2019）、吉田川の天
然由来が少なくなった理由として、河口からの距離が考えられる。由来
別の全長平均に差がなかったのは、近年遺伝子のかく乱に配慮し、同じ
流域のアユを種苗に使うことが行われていることから（郡上漁協私信）、
遺伝的な差がなかったためだと考えられる。
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森林は川の基底流量維持、ミネラルの多い水質の供給、安定した水温の維持、
有機物の供給などにより、淡水魚の生息環境形成に寄与している（石城 1996）。
本校ではアユの生息環境である川の保全を森林管理から働きかけるために、耕
作放棄地の広葉樹林化に関する研究を行っている。2020年3月、 2020年11月、
2021年6月にクヌギの2年生ポット苗（約90ｃｍ）を約70本植栽し、今年度は毎
木調査（根元径、苗長）を行った。クヌギは植栽後10年で伐採し、本校で生産
しているシイタケの原木として利用することで、地域内での資源循環を目指し
ている。クヌギの場合、比較的耕作放棄地では成長が良いことが知られている
ため（小谷 2015）、中長期的に調査を行い、将来的には成長量やバイオマスの
推定に取り組み、地域の環境保全に寄与していきたい。
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エラーバーは標準偏差を示す。
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